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高
木
さ
ん
は
元
東
京
都
立
大

理
学
部
助
教
授
。
核
化
学
を
専

攻
し
て
い
た
が
、
科
学
研
究
の

あ
り
方
に
疑
間
を
感
じ
、
１
９

７
３
年
に
大
学
を
辞
め
た
。

７５

年
の
原
子
力
資
料
情
報
室
設
立

に
加
わ
り
、
以
降
、
脱
原
発
運

動
の
中
心
を
担

っ
て
き
た
。

昨
年
１０
月
に
は
、

「
も
う

一

つ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
呼
ば
れ

る

「
ラ
イ
ト

ｏ
ラ
イ
プ
リ
フ
ッ

ド
賞
」
を
受
賞
し
た
。
ス
ウ

ェ

ー
デ
ン
の
財
団
が
平
和

。
人
権

・
環
境
問
題
な
ど
の
解
決
に
尽

く
し
て
い
る
人
に
贈
る
賞
で
、

プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
政
策
の
危
険
性

を
世
界
的
に
警
告
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。
　

　

‘

「
高
木
学
校
」
を
設
立
し
た

の
は
こ
の
受
賞
が
き

っ
か
け
だ

っ
た
。

「
自
分
が
頑
張
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
走
り
続
け

て
き
た
生
活
を
見
直
し
、

「
市

民
に
支
え
ら
れ
て
活
動
す
る
若

い
科
学
者
を
育
て
た
い
」
と
考

え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
約
３
７

物 r

″
ρ

´
ぎ
、か
て
ら

な
ゞ

暑
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・・・・・・一一一一一

来
月
か
ら
６
回
連
続

が
ん
闘
病
の
中
、決
意

”
０
万
円
の
賞
金
を
若
い
世
代
の

¨
教
育
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

今
夏
、
大
腸
が
ん
が
見
つ
か

っ
た
。

「
先
が
な
い
か
も
し
れ

な
い
か
ら
、
早
く
学
校
を
軌
道

ｒ
一
に
乗
せ
た
い
」
と
思
い
、
高
木

＝
一
学
校
を
設
立
し
た
。
学
校
は
環

＝
境
、
核
、
人
権
な
ど
社
会
が
直

＝
面
す
る
問
題
を
市
民
の
視
点
で

，
考
え
る
科
学
者
の
養
成
を
目
指

一
す
Ａ
コ
ー
ス
と
、
市
民
を
対
象

一
に
現
代
科
学
の
諸
問
題
を
考
え

一
る
Ｂ
コ
ー
ス
を
設
け
る
一

一一　

‐２
月
５
日
か
ら
開
催
す
る
Ｂ

一
コ
ー
ス
第
１
回
連
続
講
座

「
化

一
学
物
質
と
生
活
」
で
は
、
高
木

一
さ
ん
が

「
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
と
市

”
民
」
と
題
し
て
最
初
に
講
演
す

一
る
ほ
か
、
環
境
ホ
ル
モ
ン

（内

分
泌
か
く
乱
物
質
）
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
、
フ
ロ
ン
な
ど
に
つ
い

て
、
研
究
者
や
市
民
団
体
代
表

が
講
演
す
る
。

高
木
さ
ん
は
９
月
に
情
報
室

代
表
を
退
き
、

１０
月
に
転
移
が

ん
の
手
術
を
受
け
た
。
体
調
は

十
分
で
は
な
い
が

「
化
学
物
質

に
よ
る
汚
染
な
ど
に
よ
り
、
地

球
の
未
来
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
地
球
の
た
め
に
何
か
し
た

い
と
考
え
て
い
る
若
い
人
た
ち

に
、
未
来
を
取
り
戻
そ
う
と
訴

え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

連
続
講
座
の
参
加
申
し
込
み

は
‐６
日
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
先

は
原
子
力
資
料
情
報
室
内
の
事

務
局

（
０３
・５
３
３
０
ｏ９
５
２

０
）
。
【
斗
ヶ
沢
秀
俊
、
写
真
も
】

″
И
Ｌ

「 高木学校」への思いを語る高木仁ヨ

沼
汗
曜
苺
欄
て
　
嵯
世
店
貴
彬

特
捜
部
と
愛
知
県
警
捜
査
２
課

は
１０
日
午
前
、
収
賄
の
罪
で
起

訴
さ
れ
た
元
同
学
部
教
授
、
日

高
弘
義
被
告
（
６０
）
に
７
２
０
０

万
円
を
送
金
し
て
い
た
大
手
製

薬
会
社
「
大
塚
製
薬
六
本
社
・東

京
都
千
代
田
区
）
の
大
塚
明
彦

社
長
（
６‐
）
ら
同
社
幹
部
３
人
に

出
頭
を
要
請
、
贈
賄
容
疑
で
本

聴
覚
障
害
者
な
ど
を
狙

っ
て

「
月
に
２
～
５
％
の
金
利
が
付

く
投
資
が
あ
る
っ
元
本
は
保
証

す
る
」
と
架
空
の
契
約
を
結
ば

せ
て
集
め
た
金
を
だ
ま
し
取

っ

て
い
た
と
し
て
、
山
形
県
警
生

活
保
安
課
と
山
形
署
は
１０
日

朝
、
東
京
都
内
の
夫
婦
を
詐
欺

ヤ
Ｚ

ルレ

‘
二

ι

障害者ら狙い詐欺
山形県警が容疑者夫婦を逮捕

「架空投資」200人、6億5000万円

壼
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彙
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く

，
て

，
薫
■夕
‘
多
ク
ｎ
４ｖ
り「

付
も
行
い
、
新
薬
の
共
同
研
究

を
進
め
る

一
方
で
、
日
高
被
告

の
ト
ン
ネ
ル
会
社

「
基
礎
薬
理

研
究
所
」

（
二
重
県
）
に
過
去

３
年
間
に
７
２
０
０
万
円
を
振

り
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。

特
捜
部
と
同
課
は
、
同
研
究

所

へ
の
多
額
の
送
金
が
、
大
学

で
の
共
同
研
究
の
見
返
り
に
、

形

自

―

目

癖

そ

コ

大
塚
社
長
は
渓

「
技
術
指
導
料
」

し
、
金
の
わ
い
る

た
が
、
同
課
な
だ

ら
日
高
被
告
と
百

ト
ン
ネ
ル
会
社

ヘ

解
し
て
い
た
経
締

責
任
は
免
れ
な
―′、

い
る
模
様
だ
ｏ

の
疑
い
で
逮
捕
し
た
。
夫
婦
は

首
都
圏
や
東
日
本
を
中
心
に
全

国
で
約
２
０
０
人
か
ら
金
を
だ

ま
し
取

っ
て
い
た
。
被
害
者
の

う
ち
半
数
は
聴
覚
障
害
者
で
、

被
書
総
額
は
約
６
億
５
０
０
０

万
円
に
上
る
と
み
ら
れ
る
。

逮
捕
さ
れ
た
の
は
ヽ
東
京
都

中
央
区
築
地
、
下
着
販
売
代
理

店
経
営
、
松
村
明
美
（
３５
）
と
夫

の
無
職
、
松
村
浩

一
（
３８
）
の
両

容
疑
者
夫
婦
。

調
べ
で
は
、
松
村
容
疑
者
ら

は
、
夫
婦
の
名
前
の
頭
文
字
を

取

っ
た

「
ケ
ー

・
ア
ン
ド

・
エ

ー
」
と
い
う
法
人
を
設
立
し
た

よ
う
に
見
せ
か
け
、
明
美
容
疑

者
が
行

っ
て
い
た
訪
間
販
売
の

訪
間
先
な
ど
を
訪
れ
て
信
用
さ

せ
る
手
口
で
、
今
年
■
月
、
聴

覚
に
障
害
の
あ
る
東
京
都
内
の

男
性
（
６３
）
に

「
月
に
２
％
の
利

息
を
付
け
て
返
済
す
る
」
と
持

ち
か
け
て
、
２
回
に
わ
た
り
計

約
１
７
０
０
万
円
を
だ
ま
し
取

っ
た
ほ
か
、
同
３
月
に
は
埼
玉

氏
＝
写
真
＝
´

０
年
に
行
わ
一

統
領
選
挙
に
」

強

い
意
欲
を

る
。ホ

ー
ガ
ン
´

ソ
タ
州
知
事
〕

た
元
プ

ロ
レ
一

ェ
シ
ー

・
べ
ヽ

に
触
発
さ
れ

，

「
マ
ク
ド
ナ
゛

レ
ー
と
同
じ
．

は
知
ら
れ
て

大統領選で「
二

番」?

ホーガン選手米誌に意欲
と も ど つ 統 1の は  誌

信
用
し
や
す
い

け
込
ん
で
会
員
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飲
食
費
な
ど
に
数
億
円
流
用

会
改

文
部
省
が
教
育
委
員
会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
教
育
関
係
事
業
を
め
ぐ
り
、
全
国
２‐
府

県
で
カ
ラ
出
張
な
ど
の
不
正
経
理
が
行
わ
れ
、
幹
部
の
飲
食
費
な
ど
に
補
助
金
が
流
用
さ
れ
て

ヽ

い
た
こ
と
が
１０
日
、
会
計
検
査
院
の
検
査
で
分
か

っ
た
。
流
用
額
は
数
億
円
と
み
ら
れ
る
。
大

半
の
教
育
委
員
会
が
別
経
理
で
ウ
ラ
帳
簿
を
付
け
る
な
ど
悪
質
だ

っ
た
。
昨
年
の
検
査
で
も
４

県
教
委
で
発
覚
し
て
お
り
、
教
育
現
場
を
統
括
す
る
立
場
の
教
育
委
員
会
に
不
正
経
理
が
ま
ん

延
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

業
は

「
部

罹
『
籐
臨
れ
∝
知
識
辞

一
朝
藁
却
”
絲
鹸
耐
則
議
』
「
い

一
ど
は
前
静
鰤
翻
瓢
鰤
特
場
鐵
』

る
。不

正
が
発
覚
し
た
の
は
、
神

奈
川
県
や
大
阪
府
な
ど
の
教
育

委
員
会
。
流
用
額
は
神
奈
川
県

の
約
２
３
０
０
万
円
が
最
も
大

き
か

っ
た
。
支
払

っ
て
い
な
い

講
演
会
の
講
師
謝
礼
な
ど
を
支

払

っ
た
よ
う
に
装

っ
て
文
部
省

「
市
民
の
側
に
立
つ
科
学

者
を
育
て
た
い
」
。
在
野
の

科
学
者
と
し
て
脱
原
発
運
動

を
担

っ
て
き
た
高
木
仁
三
郎

・
元
原
子
力
資
料
情
報
室
代

表
（
６０
）
が
そ
ん
な
願
い
を
込

め
て
設
立
し
た
「
高
木
学
校
」

が
‐２
月
か
ら
本
格
的
に
動
き

出
す
。
「
化
学
物
質
と
生
活
」

を
テ
ー
マ
に
６
回
の
連
続
講

座
を
開
く
。
高
木
さ
ん
は
が

ん
手
術
を
受
け
た
ば
か
り
で

ス
■

，
そ
ダ
Ｌ
表
に
ス
Ｌ
ラ、
¨

自
宅
療
養
中
だ
が
、

「科
学

¨

技
術
の
進
歩
と
影
を
見
て
き

た
経
験
を
若
い
人
に
伝
え
る

責
任
が
あ
る
」
と
、
第
１
回

の
講
演
に
立
つ
。　
　
　
　
　
¨

■

ヨ

ヨ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
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件 ひと 話題

「 高木学校」への思いを語 る高木仁三郎 さん

計検査院
善要求ヘ

に
報
告
し
た
ほ
か
、
出
張
旅
費

を
架
空
計
上
し
て
流
用
を
繰
り

返
し
て
い
た
。
不
正
経
理
で
浮

か
せ
た
金
は
教
育
委
員
会
幹
部

大塚明彦・

大塚製薬社長

の
飲
食
費
や
、
各
種
団
体

へ
の

祝
い
金
、
職
員
の
夜
食
、
消
耗
品

代
、
講
師
送
迎
用
タ
ク
シ
ー
代

に
流
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

検
査
院
は

「
極
め
て
悪
質
な

事
例
」
と
し
て
文
部
省
に
改
善

を
求
め
る
方
針
で
、
買
任
者
の

懲
戒
処
分
も
要
求
す
る
方
針

だ
。
こ
の
た
め
、
流
用
が
は

っ

き
り
と
書
類
で
裏
付
け
ら
れ
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
認
定
額
か

ら
外
す
な
い
ヽ

懲
戒
処
分
の
理

由
が
明
確
な
流
用
額
を
厳
し
く

算
定
し
て
い
る
。
最
終
的
な
流

用
額
は
２
億
円
程
度
に
な
る
と

み
ら
れ
る
。

文
部
省

会
計

課

「
教
育
委
員
会
な
ぃ

理
が
行
わ
れ
た
こ
一

驚
い
て
い
る
ｏ
全
′

て
い
な
い
こ
と
だ
。

を
委
託
し
て
い
る
一

て
は
、
遺
憾
な
事
一

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

，‘．

委
経
理
課
は
、

「

内
部
調
査
の
結
果
、

分
を
発
表
し
、
再
一

講
じ
た
が
ヽ
会
計
」

は
正
式
な
指
摘
を
一

い
の
で
、
そ
れ
を
一

し
た
い
」
と
話
し
．

格
的
な
事
情
聴
取
を
始
め
た
模

様
だ
。
容
疑
が
固
ま
り
次
第
、
同

日
午
後
に
も
逮
捕
、
日
高
被
告

も
再
逮
捕
す
る
方
針
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
大
塚
製

薬
は
日
高
被
告
の
研
究
室
に
社

員
を
研
究
員
と
し
て
派
遣
、
正

規
の
手
続
き
を
経
た
多
額
の
寄

付
も
行
い
、
新
薬
の
共
同
研
究

を
進
め
る

一
方
で
、
日
高
被
告

の
ト
ン
ネ
ル
会
社

「
基
礎
薬
理

研
究
所
」

（
二
重
県
）
に
過
去

３
年
間
に
７
２
０
０
万
円
を
振

り
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。

特
捜
部
と
同
課
は
、
同
研
究

所

へ
の
多
額
の
送
金
が
、
大
学

で
の
共
同
研
究
の
見
返
り
に
、

‐

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

懇
社
長
ら
逮
捕
ヘ

大
　
　
　
凛

日
高
被
告
に
贈
賄
容

名
古
屋
大
学
医
学
部
を
舞
台

に
し
た
新
薬
の
研
究
開
発
を
巡

る
汚
職
事
件
で
、
名
古
屋
地
検

特
捜
部
と
愛
知
県
警
捜
査
２
課

は
１０
日
午
前
、
収
賄
の
罪
で
起

訴
さ
れ
た
元
同
学
部
教
授
、
日

高
弘
義
被
告
（
６０
）
に
７
２
０
０

万
円
を
送
金
し
て
い
た
大
手
製

薬
会
社
「
大
塚
製
薬
宍
本
社
・東

京
都
千
代
田
区
）
の
大
塚
明
彦

社
長
（
６‐
）
ら
同
社
幹
部
３
人
に

出
頭
を
要
請
、
贈
賄
容
疑
で
本

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

日
高
被
告
に
贈
ら

に
当
た
る
と
判
断

と
中
堅
製
薬
会
社

（
埼
玉
県
大
宮
市
）

事
件
に
関
連
し
、

家
宅
捜
索
す
る
と

塚
社
長
や
複
数
の

続
的
に
事
情
を
聴

大
塚
社
長
は
渓

「
技
術
指
導
料
」

し
、
金
の
わ
い
る

た
が
、
同
課
な
だ

ら
日
高
被
告
と
百

ト
ン
ネ
ル
会
社

ヘ

解
し
て
い
た
経
簿

責
任
は
免
れ
な
―′、

い
る
模
様
だ
。


